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次
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ペ
ー
ジ

告

示

〇
農
業
振
興
地
域
の
変
更�

（
農
業
振
興
課
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一

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
の
縦
覧�

（
農
村
整
備
課
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一

〇
車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
定
め
る
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路
の
指
定�
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路　

課
）　
　

一

〇
車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
道
路
の
指
定�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
三
件
）�

（
都
市
計
画
課
）　
　

二

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

三

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
一
八
号
（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中�

四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
五
号

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
十
九
年
宮
城
県
告
示
第
千
八
百
四
十
四
号
（
農
業
振
興
地
域
の
指
定
）
で
指
定
し
た
農
業
振
興
地
域
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
令
和
五
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
農
政
部
農
業
振
興
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

変
更
後
の
地
域

　

別
冊
の
と
お
り

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
北
上
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ

り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
五
年
三
月
八
日
か
ら
令
和
五
年
四
月
六
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

石
巻
市
役
所

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
七
号

　

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ
り
、
通
行
す
る
車

両
の
総
重
量
の
最
高
限
度
が
車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
最
大
二
十
五
ト
ン
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

指
定
す
る
期
日

一
般
国
道

三
九
八
号

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字
三
郎
浜
二
六
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
浦
宿
浜
字
浦
宿
八
一
番
八
七
地
先
ま
で

県

道

中
田
栗
駒
線

登
米
市
中
田
町
浅
水
字
新
十
二
号
四
二
番
二
地
先
か
ら

同
市
中
田
町
浅
水
字
新
沼
尻
八
〇
番
一
〇
地
先
ま
で

県

道

築
館
登
米
線

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
四
六
番
一
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
新
二
本
杉
二
四
番
一
地
先
ま
で

令
和
五
年

�

四
月
一
日

県

道

矢
本
河
南
線

東
松
島
市
矢
本
字
一
本
杉
一
八
二
番
一
地
先
か
ら

同
市
矢
本
字
中
田
二
二
八
番
一
地
先
ま
で
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県

道

石
巻
女
川
線

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
六
二
番
六
地
先
か
ら

同
市
大
街
道
東
二
丁
目
一
〇
二
番
八
地
先
ま
で

県

道

石
巻
工
業
港

矢
本
線

石
巻
市
門
脇
字
元
明
神
六
二
番
六
地
先
か
ら

東
松
島
市
矢
本
字
中
田
二
〇
二
番
一
地
先
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
八
号

　

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
通
行
す
る
車
両

の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
し
、
併
せ
て
、
同
令
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を

次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
す
る
道
路

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

指
定
す
る
期
日

一
般
国
道

三
九
八
号

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
無
番
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
四
一
七
番
一
地
先
ま
で

県

道

中
田
栗
駒
線

登
米
市
中
田
町
浅
水
字
新
十
二
号
四
二
番
二
地
先
か
ら

同
市
中
田
町
浅
水
字
新
沼
尻
八
〇
番
一
〇
地
先
ま
で

令
和
五
年

�

四
月
一
日

県

道

築
館
登
米
線

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
四
六
番
一
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
新
二
本
杉
二
四
番
一
地
先
ま
で

二　

通
行
方
法

　

�　

一
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、
次
の
通
行
方
法
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１　

走
行
位
置
の
指
定

　
　

�　

ト
ン
ネ
ル
等
の
上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施
設
等
に
出
入
り
す
る
た
め
や

む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
に
は
、
標
識
、
樹
木
等
の
上
空
障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す

る
こ
と
。

　

２　

後
方
警
戒
措
置

　
　

�　

後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
保
た
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
縦
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以

上
、
横
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
縦
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
横
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
が
黒
色

の
板
等
に
黄
色
の
反
射
塗
料
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
部
の

見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。

　

３　

道
路
情
報
の
収
集

　
　

�　

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
情
報
等
を
収
集
し
、

上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
、
走
行
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
二
・
十
号　

南
小
泉
茂
庭
線

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日
か
ら
平
成
三
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
九
年
二
月
十
三
日
か

ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市
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二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
三
・
三
百
二
十
二
号　

長
町
八
木
山
線

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
平
成
二
年
九
月
四
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
年
九
月
四
日
か
ら
令
和
九
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

三
・
三
・
十
六
号　

宮
沢
根
白
石
線

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
平
成
十
四
年
五
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
十
四
年
五
月
十
日
か
ら
令
和
七
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
五
年
三
月
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

多
賀
城
市
笠
神
四
丁
目
三
十
一
番
一
の
一
部
、
三
十
一

番
四
十
七
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

多
賀
城
市
東
田
中
二
丁
目
四
十
番
四
十
号

�

株
式
会
社
多
賀
城
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

正

誤
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〇
宮
城
県
公
報
令
和
三
年
号
外
第
一
八
号
（
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

一一三三

段下下上下

行七九
後
ろ
か

ら
一　二

正

引
張
圧
縮
試
験
機

一
時
間
に
つ
き�

六
五
〇
円

引
張
圧
縮
試
験
機

一
時
間
に
つ
き�

六
五
〇
円

極
表
面
領
域
分
析

一
測
定
に
つ
き�

一
五
、
五
〇
〇
円

極
表
面
領
域
分

析

サ
ー
ベ
イ
ス
キ�

ャ
ン

一
測
定
に
つ
き�

一
四
、
七
〇
〇
円

粗
マ
ッ
ピ
ン
グ
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